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法律上の注意事項
ビデオまたは音声監視は法律によ って禁止
されている場合があ り 、 その内容は国に
よ って異な り ます。 本製品を監視用途でご
利用になる前に、 ご利用頂く 地域の法律を
確認して く ださい。
本ネッ ト ワ ーク カメ ラ には、 H.264 デコ ーダ
用のラ イ センスが1つ、 そし て、 MPEG-4デ
コ ーダ用のラ イ センスが１ つ(AXIS M1054を
除く )含まれています。 追加ラ イ センスのご
購入については、 AXIS製品の販売店にお問
い合わせく ださ い。

電波に関する適合性 (EMC)
本装置は無線周波数を発生、 使用、 放射す
るため、 指示通り にイ ンス ト ールおよび使
用されていない場合は、 無線通信に有害な
妨害を招く 恐れがあ り ます。 ただし、 特定
のイ ンス ト ールにおいて妨害が生じないと
い う 保証はあ り ません。
本装置がラジオおよびテレビ受信機に対し
て有害な妨害を招き、 本装置の電源の入/切
を行 う こ とによ って本装置が原因である と
確認できた場合は、 次の1つまたはそれ以
上の措置にしたがって妨害を是正して く だ
さい。 受信アンテナの方向を変更するか、
再配置を行 う 。 本装置と受信機の間隔を広
げる。 本装置を、 受信機が接続されている
ものとは異なる電源に接続する。 販売店ま
たは経験を積んだラジオ/テレビ技術者に相
談する。 EMC基準に準拠するには、 本装置
でシールド付き  (STP) ネッ ト ワーク ケーブ
ルを使用する必要があ り ます。 無線周波数
および安全に関する規格の遵守についての
詳細は無線伝送規制情報 & 電波に関する適
合性 (EMC), 21ページを参照して く ださい。 

安全
EN60950-1 (IEC60950-1) Safety of Information 
Technology Equipmentに適合しています。

装置の改造 
本装置は、 必ず本書やユーザーズマニュア
ルの手順にしたがってイ ンス ト ール、 およ
び使用して く ださい。 本装置にはユーザー
が独自に交換や修理を行える部品は含まれ
ていません。 無許可で装置を変更した り 、
改造した り した場合、 適用されている規制
証明や認可がすべて無効にな り ます。 

責任
本書の制作には細心の注意を払っています
が、 不正確な記述や脱落、 乱丁または落丁
を見つけられた場合は、 最寄り のAXIS事業
所までご連絡く ださい。 またAXIS 
Communications ABは、 技術的な間違いや誤
字/脱字などに対して責任を持たず、 予告な
く 製品や文書の記載内容に対して変更、 修
正を行 う 権利を保持し ます。 AXIS 
Communications ABは、 本書に含まれる内容
について、 商用性および製品の特定用途に
対する適性についての黙示的な保証を含
め、 一切保証を行いません。 AXIS 
Communications ABは、 この資料、 資材の提
供、 パフォーマンス、 使用の結果に関連し
た付随的または結果的な損害に対して責務
および責任を負いません。

RoHS
本製品は、 欧州RoHS指令 (2002/
95/EC) および中国RoHS指令 
(ACPEIP) に適合しています。

WEEE 指令
The European Union has enacted a 
Directive 2002/96/EC on Waste 
Electrical and Electronic Equipment 
(WEEE Directive).This directive is 
applicable in the European Union member states.
The WEEE marking on this product (see right) or 
its documentation indicates that the product must 
not be disposed of together with household 
waste.To prevent possible harm to human health 
and/or the environment, the product must be 
disposed of in an approved and environmentally 
safe recycling process.For further information on 
how to dispose of this product correctly, contact 
the product supplier, or the local authority 
responsible for waste disposal in your area. 
Business users should contact the product supplier 
for information on how to dispose of this product 
correctly.This product should not be mixed with 
other commercial waste. 詳細については、
"www.axis.com/techsup"を参照して く ださい。

サポー ト
技術サポー ト が必要な場合は、 AXIS製品の
販売店にお問い合わせく ださい。 AXIS販売
店がお客様のご質問にすぐに回答できない
場合は、 適切な部門に転送し、 早急に回答
いたし ます。 イ ンターネッ ト をご利用の場
合は、 次のこ とができ ます。

･  ユーザーズマニュ アルやファ ームウ ェ ア
の更新をダウ ンロ ード する 。

･  FAQデータ ベース で問題の解決方法を見
つける 。 データ ベース は、 製品別、 カテ
ゴリ ー別、 ま たは語句を使用し て検索で
き ま す。

･  専用サポート エリ アにロ グイ ンし て、
AXISサポート に問題を報告する 。
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AXIS M10 シ リーズイ ンス ト ールガイ ド
このイ ンス ト ールガイ ド では、 AXIS M10 シ リ ーズネ ッ ト ワーク
カ メ ラ (以下、 ネ ッ ト ワーク カ メ ラ )をお使いのネ ッ ト ワークにイ
ンス ト ールする手順について説明しています。 技術仕様の詳細
については、 ユーザーズマニュアルを参照して く ださい。 ユー
ザーズマニュアルは、 製品に付属のＣＤまたはAXISのホーム
ページ(www.axiscom.co.jp) から ご覧いただけます。

イ ンス ト ール手順

1. 下の リ ス ト で、 パッ ケージの内容を確認して く ださい。

2. ハード ウェアの概要、 4ページ。

3. ハード ウ ェアを イ ンス ト ール
する、 8ページ。

4. IPア ド レ スの設定、 10ページ。

5. パス ワード の設定、 13ページ。

6. 無線接続の設定、 15ページ。

(AXIS M1011-W/M1031-W のみ)

パッ ケージの内容

品目 モデル/型/注

ネ ッ ト ワーク カ
メ ラ

AXIS M1011, AXIS M1011-W, AXIS M1031-W, 
AXIS M1054

外部電源アダプタ
(各国対応)

PS-H* または PS-V 
ヨーロ ッパ、 英国、 米国/日本、 オース ト ラ リ ア、 韓

国、 アルゼンチン、 中国
*電源アダプタ延長ケーブル 1.8m、 PS-H のみ

延長チューブ • 短い延長チュ ーブ、 取付用ねじ /プラ グ(4本)

• 長い延長チュ ーブ、 ケーブルク リ ッ プ、 チュ ーブ

ジョ イ ント (AXIS M1054 のみ)
ク ラ ンプ 棚への取付用

CD AXISネ ッ ト ワーク ビデオ製品CD(製品マニュ アル、 イ

ン ス ト ールツール、 その他のソ フ ト ウ ェアを含む)
印刷物 AXIS M10 シ リ ーズ イ ン ス ト ールガイ ド (本書)

AXIS保証書

重要！ 
本製品はお使いになる 国
の法律およ び規制にし た
がって使用し てく ださ い。
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ハー ド ウ ェ アの概要

電源コ ネク タ

コ ント ロ ールボタ ン

ネッ ト ワーク コ ネク タ

電源イ ンディ ケータ LED
ネッ ト ワーク イ ンディ ケータ LED

ロ ッ ク リ ング

マイ ク

PIR

( 無線モデルのみ動作し ます）

ス ピーカー

AXIS M1011/-W

背面図   ( 全モデル )

レンズ、ステータ ス

イ ンディ ケータ

LED

正面図  - 

センサ－

I/O コ ネク タ
(AXIS M1054 のみ )

無線イ ンディ ケータ LED

AXIS M1031-W/AXIS M1054

照明

レンズ、ステータ ス

イ ンディ ケータ

LED

製品番号（P/N）および 

シ リ アル番号は、

 

シ リ アル番号（S/N）。 

の際に必要にな り ます。
イ ン ス ト ール
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各種コネク タ
ネ ッ ト ワーク コネ ク タ  - RJ-45イーサネ ッ ト コネク タ、 シールド付
ケーブルの使用を推奨。

電源コネ ク タ  - ミ ニ DC コネク タ  5.0-5.1V DC、 最大 1.5A。 
中心 ピン+.

I/O ター ミ ナルコネク タ  (AXIS M1054 のみ)

4ピン I/Oター ミ ナルコネク タは、 ト ラ ンジス ター出力一つ、 デジ
タル入力一つ、 補助電源、 グ ラ ン ド に対する イ ン ターフ ェースを
提供し ます。

ター ミ ナルコネク タは、 動体検知、 イベン ト ト リ ガー、 メ ールに
よ るア ラーム通知、 FTPサーバーへの画像保存のためのアプ リ
ケーシ ョ ンで使用し ます。

• 入力 - た と えば、 押しボタ ンの接続用。 押しボタ ンを押すと、

状態が変化して入力がactiveにな り ます(Events> Port Status の下

に表示)。
• 出力 - [Live View] ページの出力ボタ ン、 または [Event Type] で

動作させる こ と ができ るア ラームデバイ スに接続し ます。 ア
ラームデバイ スが起動する と、 出力はactiveと表示されます 
(Events>Port Status)。

機能 ピン 説明

GND 1 グ ラ ン ド

3.3V DC
電源

2 補助デバイ スに電源を供給する こ と ができ ます。
注意 ： このピンは電源出力と し てのみ使用し て く だ
さい。

デジ タル
入力

3 動作させるにはGND と接続し ます。 無効にする場合

は、 フ ロー ト 状態 (または未接続) にし て く だ さい。

ト ラ ンジ
ス ター出
力

4 ソース をGNDに接続し た、 オー

プン ド レ イ ンNFET ト ラ ンジス

ターを使用し ています。 外部 リ
レーと と もに使用する場合は、
電圧過度現象に対する保護用
に、 ダ イオード を負荷と並列に
接続する必要があ り ます。

 3

 4  2
 1
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以下のよ う に入力/出力デバイ スをカ メ ラに接続し ます:

1.  デバイ ス用ケーブルを付属のコネク タ

ブロ ッ ク にし っかり と 取り 付けます。

2. ケーブルを接続したら、 コネク タブ
ロ ッ ク をカ メ ラのター ミ ナルコネク
タに取 り 付けて く ださい。

イ ンディ ケータ

LED 色 説明

ネ ッ ト
ワーク

緑色 100Mbpsネ ッ ト ワーク に接続されています。 点滅

し てネ ッ ト ワーク ア ク テ ィ ビテ ィ を示し ます。

オレ ン
ジ色

10Mbpsネ ッ ト ワーク に接続し ます。 点滅し てネ ッ

ト ワーク ア ク テ ィ ビテ ィ を示し ます。

消灯 ネ ッ ト ワーク に接続されていません。
注意 ： Setup > System Options > LEDの設定で、

ネ ッ ト ワーク  LEDが通常作動時に点灯し ないよ う

に設定でき ます。 詳細については、 オン ラ イ ンヘ
ルプを参照し て く ださい。

ステータ
ス

緑色 正常動作時に、 緑色で点灯し ます。
注意 ： Setup> System Options>LEDの設定で、 ス

テータ スLEDが通常作動時に点灯し ないよ う に、

あ るいはカ メ ラにア ク セスする時のみ点滅する よ
う に設定でき ます。 詳細については、 オン ラ イ ン
ヘルプを参照し て く ださい。

オレ ン
ジ色

起動中、 工場出荷時の状態に リ セ ッ ト 中、 あ るい
は設定を元に戻し ている時に点灯し ます。

赤色 低速で点滅し ている場合は、 フ ァーム ウ ェアの
ア ッ プグレード が正し く 行われていません。

電源 緑色 正常に動作し ています。

オレ ン
ジ色

フ ァーム ウ ェ アのア ッ プグレード を行っている間、
緑と オレンジ色で交互に点滅し ます。

無線 消灯 有線モード。

緑色 無線ネ ッ ト ワーク に接続されています。 点滅し て
ネ ッ ト ワーク ア ク テ ィ ビテ ィ を示し ます。

赤色 無線ネ ッ ト ワーク に接続されていません。 無線
ネ ッ ト ワーク を スキ ャ ン し ている時に点灯し ます。

I/O コネ ク タ
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AXIS M1031-WとAXIS M1054 のみ

AXIS M1031-Wと AXIS M1054には以下のものが装備されていま
す ：

PIRセンサー - その視野の中で通過する物体が放出する赤外線を
測定する受動型赤外線センサー。 設定をする と、 PIRセンサーの
ト リ ガーによ り 、 照明を自動的に点灯する こ と ができ ます。 感
度範囲最大5メ ー ト ル。

照明 - PIRセンサーの ト リ ガーによ り 白色LEDを点灯する よ う カ
メ ラ を設定でき ます。 設定はWebページ - Setup > Live View 
Config > Light buttonsで行 う こ と ができ ます。 照明は一時使用の
ために設計されてお り 、 半永久的には使用でき ません。

マイ ク /スピーカー 半二重オーディ オ用(AXIS M1054は全二重)。

詳細は、 Axisのホームページ(www.axiscom.co.jp)、 あるいはAXIS
ネ ッ ト ワーク ビデオ製品CD上にある製品のユーザーズマニュア
ルを参照して く ださい。



8ページ AXIS M10 シ リ ーズ
ハー ド ウ ェ アを イ ンス ト ールする

重要！

AXIS M10 シ リ ーズは屋外で使用しないで く ださい ‐ 製品は屋内
環境でのみご使用になれます。

カ メ ラ を取り付ける

AXIS M10 シリ ーズはベースプレート と 短い延長チューブが取り 付
けら れた状態で出荷さ れます。 延長チューブを回し 、 ベースプレー
ト をカバープレート から 取り 外し ます。 カメ ラ を壁または棚に取り
付けるかに応じ て、 下記の適切な指示にし たがってく ださ い。

壁面取付

1. 付属のねじ を使用して、 ベース
プレー ト を平らな(水平または

垂直)面に固定して く ださい。

2. ベースプレー ト 上にカバープ
レー ト を置いて く ださい。 必要
に応じて短い延長チューブ、 ま
た付属(AXIS M1054 のみ)の長

い延長チューブを取 り 付けて く
ださい。 

3. カ メ ラ を取 り 付け、 向き を調節
し、 ロ ッ ク リ ングを し っか り 固
定して く ださい。

4. カバープレー ト にケーブルタ イ
を取 り 付け、 接続したケーブル
を固定して く ださい。

棚への取付

1. ク ラ ンプの位置を合わせ、 取付
ねじ を し っか り と固定して く だ
さい。

2. カ メ ラのロ ッ ク リ ングを ク ラ ン
プに取 り 付け、 カ メ ラの向き を
調節し、 ロ ッ ク リ ングを固定し
て く ださい。

ロ ッ ク

延長チューブ 

壁面取付

棚への取付

取付ねじ

( オプシ ョ ン )

ケーブル

ベース 
プレー ト

カバー   

クランプ

 プレー トリ ング

タ イ

ロ ッ ク
リ ング



AXIS M10 シ リ ーズ 9ページ
日

本
語

ケーブルを接続する

1. シールド付きネ ッ ト ワーク ケーブルを利用して、 カ メ ラ を
ネ ッ ト ワークに接続し ます。 AXIS M1054はPoE(Power over 
Ethernet)をサポート し ます。 無線ネッ ト ワ ーク (AXIS M1011-W/
M1031-W)に接続する場合は、 カ メ ラの無線設定を行 う ため

に有線で仮接続し ます。 詳細については 15ページ を参照し

て く ださい。

2. 付属の外部電源アダプタ をカ メ ラの電源コネク タに接続して
く ださい。 AXIS M1054の場合にPoEを使用する際は、 本ス

テ ップをスキ ップして く ださい。

3. イ ンディ ケータLEDが、 正常な状態を示しているかど う か確

認して く ださい(6ページを参照)。 LEDによ っては、 点灯しな

いよ う 設定でき、 点火しない場合も あ り ますので、 ご注意く
ださい。

延長チュ ーブを利用し た組み立て

ベースプレート
長い延長チューブ 

短い延長チューブ 

チュ ーブジョ イ ント
ケーブルク リ ッ プ

カバープレー ト
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IPア ド レスの設定

現在、 ほ と んどのネ ッ ト ワークでは、 DHCPサーバーを使用して
自動的に接続デバイ スにIPア ド レ スを割 り 当てています。 ネ ッ ト
ワークにDHCPサーバーが導入されていない場合は、 ネ ッ ト ワー
ク カ メ ラは、 192.168.0.90をデフ ォル ト のIPア ド レ ス と して使用
し ます。

Windows環境では、 AXIS IP UtilityまたはAXIS Camera Management
をご使用く ださい。 これらは無償のソ フ ト ウ ェアで、 製品に付
属のCDに収録されています。 また、 AXISのホームページからダ
ウン ロード してご利用いただけます。 設置するカ メ ラの台数に
応じて、 目的に最も適した手段をお選びく ださい。

注意 ：

• IPア ド レ スの設定が行えない場合は、 フ ァ イ ア ウ ォールによ って設定
が妨げられていないかど う か確認し て く ださい。

• 他のOSを使用する場合など、 AXIS M10 シ リ ーズのIPア ド レ スの設定
および検出方法については、 19ページを参照し て く ださい。

使用でき る手段 推奨される カ メ ラ設置
環境

オペレーテ ィ ングシ
ステム

AXIS IP Utility 
11ページ 参照

1台のカ メ ラ

小規模イ ン ス ト ール

Windows

AXIS Camera 
Management
12ページ 参照 

複数台のカ メ ラ
大規模イ ン ス ト ール
異な るサブネ ッ ト での
導入

Windows 2000
Windows XP  
    Professional 
Windows Server 2003
Windows Vista
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AXIS IP Utility - 1台のカ メ ラ /小規模イ ンス ト ール向き

AXIS IP Utilityは、
ネッ ト ワ ーク 上の
AXISデバイ スを自動
的に検出し て表示し
ます。 また、 本アプ
リ ケーショ ンを利用
し て、 手動で静的IP
アド レスを設定する こ と ができ ます。 AXIS IP Utilityは、 AXISネッ
ト ワ ーク ビデオ製品CD上から 、 またはホームページ 
(www.axis.com/techsup)から ダウ ンロ ード し てご利用いただけます。

AXIS M10 シ リ ーズネ ッ ト ワーク カ メ ラは、 AXIS IP Utilityが動作
している コ ンピ ューターと同じネ ッ ト ワークセグ メ ン ト (物理サ
ブネ ッ ト ) にイ ンス ト ールして く ださい。

自動検出機能

1. AXIS M10 シ リ ーズネ ッ ト ワーク カ メ ラがネ ッ ト ワークに接

続され、 電源が入っている こ と を確認し ます。
2. AXIS IP Utilityを起動し ます。

3. AXIS M10 シリ ーズネッ ト ワーク カメ ラ がウィ ンド ウに表示さ れ

たら 、 ダブルク リ ッ ク し てカメ ラ のホームページを開きます。
4. パス ワード の設定方法については、 13ページを参照して く だ

さい。

IPア ド レスの手動設定(オプシ ョ ン)

1. お使いのコ ンピ ューターを接続している同一のネ ッ ト ワーク
セグ メ ン ト で未使用のIPア ド レ スを入手し ます。

2. リ ス ト でAXIS M10 シ リ ーズを選択し ます。

3. 選択したデバイ スに新しいIPア ド レ スを設定ボタ ン を ク

リ ッ ク し、 IPア ド レ スを入力し ます。 
4. IPを設定 ボタ ンを ク リ ッ ク し、 画面の指示にしたがいます。

新しいIPア ド レ スを設定するには、 2分以内にカ メ ラ を再起

動する必要があ り ます。
5. ホームページボタ ンを ク リ ッ ク して、 カ メ ラのWebページに

ア クセス し ます。
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6. パス ワード の設定方法については、 13ページを参照して く だ

さい。

AXIS Camera Management - 複数台のカ メ ラ /大規模イ ンスト ー

ル向き

AXIS Camera Managementはネ ッ ト ワーク上の複数のAXISデバイ
スを自動的に検出し、 接続ステータ スの表示、 フ ァームウ ェア
のア ップグレード、 IPア ド レ スの設定などを行 う こ と ができ る ソ
フ ト ウ ェアです。

自動検出機能

1. カ メ ラがネ ッ ト ワークに接続され、 電源が入っている こ と を
確認し ます。

2. AXIS Camera Managementを起動し ます。 ウ ィ ン ド ウにネ ッ ト

ワーク カ メ ラが表示されたら、 リ ン ク を右ク リ ッ ク し、 Live 
View Home Page を選択し ます。 

3. パス ワード の設定方法については、 13ページを参照して く だ

さい。

1台のデバイスのIPア ド レスを設定する

1. AXIS Camera Management 内の一覧からネッ ト ワ ーク カメ ラ

を選択し、 Assign IP ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2. ［Assign the following IP address］ を選択し、 デバイ スに設定

するIPア ド レ ス、 サブネ ッ ト マス ク、 デフ ォル ト ルータの値

を入力し ます。
3. OKを ク リ ッ ク し ます。
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複数台のデバイスのIPア ド レスを設定する

AXIS Camera Managementを利用する と、 特定のIPア ド レ スの範囲
を指定する こ と によ り 複数台のデバイ スにま と めてIPア ド レ スを
割り 当てる こ と ができ、 設定作業を迅速化する こ と ができ ます。

1. 設定したいデバイ スを選択し (異なるモデルも選択可能)、
Assign IP ボタ ン を ク リ ッ ク し ます。

2. Assign the following IP address rangeを選択し、 デバイ スに設

定する  IP ア ド レ スの範囲、 サブネ ッ ト マス ク、 デフ ォル ト

ルータの値を入力し ます。

3. OKボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

パスワー ドの設定

製品にア クセスするには、 まず、 デフ ォル ト の管理者である  root
用のパス ワード を設定する必要があ り ます。 この設定は、 AXIS 
M10 シ リ ーズに初めてア クセス した と きに表示される、
Configure Root Passwordダイアログで行います。

rootパス ワード設定時にネ ッ ト ワーク上で盗聴されるのを防ぐた
め、 パス ワード の設定は暗号化されたHTTPS接続を使用して行
う こ と ができ ますが、 この場合にはHTTPS証明書が必要です(下
記の手順を参照）。

標準HTTP接続でパス ワード を設定するには、 以下の最初のダイ
アログに直接入力して く ださい。 

HTTPS暗号化接続を使用してパス ワード を設定するには、 次の
手順にしたがって く ださい。

1. Create self-signed certificateボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 必要な情報を入力して、 OKを ク リ ッ ク し ます。 証明書が作

成され、 これでパス ワード を安全に設定でき ます。 この時点
からAXIS M10 シ リ ーズ と の間で送受信されるすべてのデー

タ ト ラ フ ィ ッ クが暗号化されます。
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3. パス ワード を入力し、 スペル ミ スがないかを確認するために
再入力し ます。 OK を ク リ ッ ク し ます。 これでパス ワード の

設定が完了し ま した。

4. ログイ ンするには、 画面の要求にしたがってユーザー名
“root”を入力し ます

注意 ： デフ ォル ト の管理者ユーザー名である“root”は削除で

き ません。

5. 上記の手順で設定したパス ワード を入力し、 [OK] を ク リ ッ

ク し ます。

必要に応じて、 [Yes] を ク リ ッ ク し、 AMC(AXIS Media Control) を
イ ンス ト ールする と、 Internet Explorerでビデオス ト リ ームを再生
でき ます。 イ ンス ト ールするには、 コ ンピ ューターの管理者権
限が必要です。 必要に応じて リ ン ク を ク リ ッ ク し、 足 り ないデ
コーダーを イ ンス ト ールして く ださい。 AXIS M10 シ リ ーズネ ッ
ト ワーク カ メ ラのLive Viewページが表示されます。 右のSetup リ
ン クには、 カ メ ラ をカス タマイズでき る メ ニューオプシ ョ ンが
あ り ます。

AXIS M1011/AXIS M1054: イ ンス ト ールが完了し ま した。 
AXIS M1011-W/M1031-W:  無線接続の設定, 15ページに進みます。

暗号化さ れて
いない接続を経由し てパス ワ ー
ド を設定する 場合、 こ こ でパス
ワ ード を入力し ま す。

こ のボタ ンをク リ ッ ク し てHTTPS
証明書を作成し ま す。
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無線接続の設定

AXIS M1011-W/M1031-Wカメ ラ を無線ネッ ト ワ ーク に接続する 前
に、 その無線設定が行える よ う に有線ネッ ト ワ ーク に仮接続し ま
す。 完全でない無線接続を使ってカメ ラ を設定する こ と は、 パス
フレーズやキーが平文で送信さ れますのでお薦めし ており ません。

注意 ： さ らにセキュ リ テ ィ を強化するため、 HTTPSを使用して く
ださい。 カ メ ラ を有線ネ ッ ト ワークに接続したら、 Setup > 
System Options > Security > HTTPS にア クセス して、 カ メ ラのオ
ン ラ イ ンヘルプを参照し、 指示にしたがって く ださい。

Status of Wireless Networks
カ メ ラの内部WebページにあるSetup > Basic Setup > Wireless に進
んで く ださい。

本リ ス ト はネッ ト ワ ーク ス キャ ンの結果です。 現在AXIS M1011-
W/M1031-Wがリ ンク し ている ネッ ト ワ ーク は、 青色で表示さ れ
ます。 サポート さ れていないセキュ リ ティ を使用し ている ネッ ト
ワ ーク は灰色で表示さ れます。 以下の情報が提供さ れます：

• SSID - ワ イ ヤレスネッ ト ワ ーク (または アド ホッ ク デバ

イ ス） の名前。

• モード  - アク セスポイ ント (マスタ ー )または アド ホッ ク

デバイ ス。

• セキュ リ ティ  - ネッ ト ワ ーク が使用する セキュ リ ティ の

タ イ プ(種類)を示し ます。 サポート さ れている セキュ リ

ティ タ イ プについては、 下記を参照し てく ださ い。

• チャ ネル - 現在使用中のネッ ト ワ ーク が使用する 無線

チャ ネルを示し ます。

• 信号強度 - 信号強度を示し ます。

• ビッ ト レート - 現在のビッ ト レート をメ ガビッ ト /秒単位

で示し ます。 現在使用中のアク セスポイ ント に対し ての

み示さ れます。

注意 ： SSIDのブロ ード キャ スト を無効にし ている アク セス

ポイ ント は、 SSIDを手動で入力し ない限り 表示さ れません。
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無線設定

1. Status of Wireless Networksに表示されているア クセスポイ ン

ト またはア ド ホ ッ クデバイ スを選択し ます。 必要な情報に

よ っては無線設定(Wireless Settings)に自動的に入力されま

す。
2. SSID は、 選択した ワ イヤレ スネ ッ ト ワークの名前です。

AXIS M1011-W/M1031-W が最も近く にある安全でないネ ッ

ト ワークにア クセスする場合は、 この欄を空白にして く ださ
い。

3. ネ ッ ト ワーク タ イプ - Masterを選択し、 ア クセスポイ ン ト を

介してネ ッ ト ワークにア クセスするか、 も し く はAd-hocを選

択し、 その他の無線デバイ スにア クセス してローカルネ ッ ト
ワーク を構成して く ださい(下記の 「注意」 を参照)。

4. セキュ リ テ ィ  - 以下の方法の １ つを選択して く ださい:
• WPA-/WPA2-PSK 
• WPA-/WPA2-Enterprise - 下記の指示を参照し てく ださ い

• WEP  - 下記の指示を参照し てく ださ い

• No security(推奨さ れていません)
セキュ リ ティ のために使用さ れる キー、 パス フレーズ、 証明書は
手動で入力し なければなり ません。 必要な情報の詳細を得る に
は、 ネッ ト ワ ーク 管理者に連絡し 、 選択し たアク セスポイ ント ま
たはアド ホッ ク デバイ ス についてお問い合わせく ださ い。 

5.  Save(保存) を ク リ ッ ク して く ださい。

注意 ： アド ホッ ク モード によ って、 アク セスポイ ント を介

し て接続し なく ても 無線LANを構成でき ます。 たと えば、 カ

メ ラ は無線ネッ ト ワ ーク サポート によ って、 コ ンピュ ータ ー

と ポイ ント ツーポイ ント 接続でき ます。 アド ホッ ク 接続は、

特定の環境では便利ですが、 推奨の方法ではあり ません。

WPA-/WPA2-PSK - ア クセスポイ ン ト に必要な事前共有鍵を入力し
て く ださい。 16進数(Manual hex) またはパスフレーズで入力でき
ます。
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WPA-/WPA2-Enterprise - ア クセスポイ ン ト で使用されている ク ラ
イアン ト /サーバー認証型式を選択して く ださい。

EAP-TLS

• Identity - ネ ッ ト ワークで

使用するユーザIDを入力

して く ださい。

• Private key password - ユー

ザIDに対する パスワ ード

を入力し てく ださ い。

• EAPOL version - お使い

のア クセスポイ ン ト で使用しているバージ ョ ン(1 または 2)を
選択して く ださい。

• Certificates(証明書) - 認証用にア クセスポイ ン ト に提示するCA 
証明書をア ップロード して く ださい。

WEP
Authentication(認証) - お使いのアク セスポイ ント で利用さ れ
ている 方法に応じ て、 OpenまたはShared Keyを選択し てく だ
さ い。 すべてのアク セスポイ ント で、 こ のオプショ ンが利用
でき る と は限り ません。 場合によ って、 オープンシステムが
利用さ れます。 こ れはSSID認証と し て知ら れています。

Key length(鍵の長さ ) - 64または128ビ ッ ト の無線暗号化に使
用されるキーの長さ を設定し ます。 この暗号鍵の長さ と し
て40/64や104/128が表示されるかも しれません。
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鍵の種類 - 利用でき る 鍵の種類は選択し たアク セスポイ ント
によ り ます。 次のオプショ ンがカメ ラ で利用でき ます: 

• Manual - 手動で16進数の鍵を入力でき る よ う にし ます。 
• ASCII - 文字例は64ビ ッ ト のWEPでは5文字、 128ビ ッ ト のWEP

では13文字でなければいけません。 
• パスフレーズ - 64ビッ ト の WEPでは、 パスフレーズは4つの異な

る 鍵を生成し ます。 128ビッ ト の WEPでは、 生成さ れる 鍵は1つ

のみで、 4つの鍵すべてに対し て複製さ れます。 鍵の生成は規格

化さ れていないため、 メ ーカーによ って異なる かも し れませ
ん。 生成さ れた鍵がお使いのアク セスポイ ント の鍵と 一致し て

いる か確認し てく ださ い。 異なる 場合は、 手動で入力し なけれ
ばなり ません。

無線イ ンス ト ールを完了する

1. カ メ ラ  の無線設定がア クセスポイ ン ト の設定に対応してい

るかど う かを確認して く ださい。

2. カ メ ラからネ ッ ト ワーク ケーブルを取 り 外して く ださい。

3. 20~30秒後にWebページを更新し、 無線接続でき るか確認し

て く ださい。 カ メ ラにア クセスできない場合は、 AXIS IP 
Utilityを起動し、 リ ス ト から選択し ます。 

注意：

• 通信を確立するには、 無線設定は、 ア ク セスポイ ン ト またはア ド ホ ッ
クデバイ ス と カ メ ラ と で同じでなければな り ません。

• セキ ュ リ テ ィ のために使用される キー、 パス フ レーズ、 証明書は手動
で入力し なければな り ません。 ネ ッ ト ワーク管理者に連絡し、 選択し
たア ク セスポ イ ン ト またはア ド ホ ッ クデバイ スに関する必要な情報を
問い合わせて く ださい。

• 無線設定は、 無線ア ク セスポイ ン ト で設定、 変更する前に、 常に(イ
ン ス ト ール中やその他いかな る時も )まずカ メ ラ側を設定変更し なけ
ればな り ません。 これによ り 変更の際には、 カ メ ラはいつで も ア ク セ
スでき る こ と が保証されます。

• SSID(サービ スセ ッ ト 識別子)は、 ESSID(拡張サービ スセ ッ ト 識別子)
と記される こ と があ り ます。

これでAXIS M1011-W/M1031-Wのイ ンス ト ールが完了し ま した。
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IPア ド レスのその他の設定方法

工場出荷時設定に リ セ ッ ト する

すべてのパラ メ ータおよびIPア ド レ スを工場出荷時の設定に戻す
には、 以下の方法を利用し ます ：

1. ネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源を切って く ださい。

2. コ ン ト ロールボタ ンを押しながらネ ッ ト ワーク ケーブルを接
続してネ ッ ト ワーク カ メ ラの電源を入れます。

対応オペ
レーテ ィ
ングシス
テム

説明

UPnP? Windows 
(MEまた
XP) 

コ ンピ ューターで有効に設定されている
場合、 カ メ ラが自動的に検出されて、 [
マイ ネ ッ ト ワーク ] に追加されます。 

Bonjour MAC OS X 
(10.4以降)

Bonjourに対応し たブラ ウザーで使用で

き ます。 ブラ ウザー (Safariなど) の
Bonjourブ ッ ク マーク に移動し、 リ ン ク

を ク リ ッ ク し てカ メ ラのWebページにア

ク セス し ます。

AXIS Dynamic 
DNS Service

すべて AXISが無償で提供するサービ スで、 カ

メ ラ をすばや く 簡単にイ ン ス ト ールでき
ます。 サービ スの利用には、 HTTPプロ

キシを使用し ないイ ン ターネ ッ ト 接続が
必要です。 詳細については、
www.axiscam.netを参照し て く ださい。 

ARP/Ping すべて ユーザーズマニュ アルを参照し て く ださ
い。 コマン ド の実行は、 カ メ ラに電源を
接続し てから2分以内に行 う 必要があ り

ます。

DHCPサーバー

の管理者ページ
を閲覧し て く だ
さい

すべて ネ ッ ト ワーク のDHCPサーバーの管理者

ページを表示する方法については、 サー
バーのマニュ アルを参照し て く ださい。 
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3. ステータ ス イ ンディ ケータがオレンジ色で点灯する までコ ン
ト ロールボタ ンを押し続けます （約5秒程かか り ます）。

4. コ ン ト ロールボタ ンを放し ます。 ステータ ス イ ンディ ケータ
が緑色で点灯し ます （1分程かかる場合があ り ます）。 カ メ ラ

は、 工場出荷時のデフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト されま した。

5. IPア ド レ スを設定し直すには、 本書で説明するいずれかの方

法で行って く ださい。

イ ン ターネ ッ ト を経由し てネ ッ ト ワーク カ メ ラにアクセスする

IPア ド レ スの設定が完了する と、 お使いのローカルネ ッ ト ワーク
でAXIS M10 シ リ ーズネ ッ ト ワーク カ メ ラにア クセスでき る よ う
にな り ます。 イ ン ターネ ッ ト を経由してカ メ ラにア クセスする
場合は、 受信 ト ラ フ ィ ッ ク を受け入れる よ う ネ ッ ト ワークルー
タ を設定する必要があ り ます (通常、 特定のポー ト で行います)。

• 閲覧と設定を行 う 場合は、 HTTPポー ト (デフ ォル ト ポー ト ：
80)

• H.264ビデオス ト リ ームを閲覧する場合は、 RTSPポー ト (デ
フ ォル ト ポー ト ： 554)

詳し く は、 お使いのルータのマニュアルを参照して く ださい。
この他の ト ピ ッ クについて詳し く は、 AXISのサポー ト サイ ト  
(www.axis.com/techsup) を参照して く ださい。

関連情報

ユーザーズマニュアルは、 製品に付属のCDまたはAxisのホーム
ページ(www.axiscom.co.jp) から ご覧いただけます。 

www.axis.com/techsupにア クセス して、 AXIS M10 シ リ ーズの
フ ァームウ ェアのア ップデー ト 版が リ リ ース されていないかど
う か確認して く ださい。 現在イ ンス ト ールされている フ ァーム
ウ ェアのバージ ョ ンを確認するには、 カ メ ラのWebページにある
Setup>Aboutを参照して く ださい。 
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無線伝送規制情報 & 電波に関する適合性 (EMC)

本装置は無線周波数を発生、 使用、 放射するため、 指示通 り にイ ン ス ト ールおよび
使用されていない場合は、 無線通信に有害な混信を招 く 恐れがあ り ます。 
本装置がラ ジオおよびテレ ビ受信機に対し て有害な干渉を招き、 本装置の電源の入/
切を行 う こ と によ って本装置が原因であ る と確認できた場合は、 次の1つまたはそれ
以上の措置にし たがって干渉を是正し て く ださい。 受信アンテナの方向を変更する
か、 再配置を行 う 。 本装置と受信機の間隔を広げる。 本装置を、 受信機が接続され
ている もの と は異な る電源に接続する。 販売店または経験を積んだラ ジオ/テレ ビ技
術者に相談する。 EMC基準に準拠するには、 本装置でシール ド付き  (STP) ネ ッ ト
ワーク ケーブルを使用する必要があ り ます。
家庭またはオフ ィ スでの使用に対し てFCC基準に準拠し ている こ と がテス ト によ っ
て確かめられています。 本装置は、 必ず本書やユーザーズマニュ アルの手順にし た
がって イ ン ス ト ール、 使用を行って く ださい。 このAXIS製品は以下の無線周波数お
よび安全に関する規格に遵守し ています

AXIS M1011/M1011-W/M1031-W/AXIS M1054
米国 - This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B 
computing device pursuant to Subpart B of Part 15 of FCC rules, which are designed to 
provide reasonable protection against such interference when operated in a commercial 
environment.  
カナダ - This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.
ヨーロ ッパ -  This digital equipment fulfills the requirements for radiated emission 
according to limit B of EN55022, and the requirements for immunity according to EN55024 
residential and commercial industry.
日本 - この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ
く ク ラ スB情報装置です。 この装置を家庭環境でラ ジオやテレ ビ受信機に近接し て使
用する と、 無線妨害を引き起こすこ と があ り ます。 ユーザーズマニュ アルにし た
がって正し く 設置し、 使用し て く ださい。 
オース ト ラ リ ア - This electronic device meets the requirements of the Radio 
communications (Electromagnetic Compatibility) Standard AS/NZS CISPR22:2002

AXIS M1011-W/M1031-W (無線)
米国 - Federal Communications Commission FCC
This device complies with Part 15 of FCC Rules.Operation of the device is subject to the 
following two conditions:
(1) This device may not cause harmful interference
(2) This device must accept any interference that may cause undesired operation.
カナダ - This device complies with RSS-210 of Industry Canada.Operation is subject to the 
following conditions:
(1) This device may not cause interference, and
(2) this device must accept any interference, including interference that may cause undesired 
operation of the device.
ヨーロ ッパ - EU Declaration of Conformity.This device complies with the requirements of 
the R&TTE Directive 1999/5/EC with essential test suites as per standards:
EN 301 489 General EMC requirements for radio equipment,
ETS 300 328 Technical requirements for radio equipment.
日本 - 本製品は特定無線設備の技術基準適合証明に遵守し ています。 
オース ト ラ リ ア - This electronic device meets the requirements of the Radio 
communications (Electromagnetic Compatibility) Standard AS/NZS 4771. 
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